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全
木
連
・
全
木
協
連
・
木
退
共
通
常
総
会

来
賓
多
数
出
席
の
も
と
に
開
催

一
面
　
全
木
連
総
会
を
来
賓
多
数
出
席

　
　
　
の
も
と
に
開
く

二
面
　
庄
司
全
木
連
会
長
挨
拶

　
　
　
木
退
共
総
会
開
く

三
面
　
全
木
協
連
総
会
開
く
　
建
築
基

　
　
　
準
法
の
改
正
に
つ
い
て
要
望
　

　
　
　
任
意
労
災
保
険
の
紹
介

四
面
　
お
知
ら
せ
　
景
況
調
査

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
第
六
十
二
回
全
木
連
通
常
総
会
、
第
四
十
七
回
全
木
協
連

通
常
総
会
、
第
三
十
五
回
木
退
共
通
常
総
会
が
五
月
十
日
、

東
京
・
港
区
の
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
を
会
場
に
、
全
国
か
ら

会
員
多
数
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に
は
林
野
庁
の

石
島
一
郎
次
長
を
は
じ
め
関
係
幹
部
、
国
土
交
通
省
木
造
住

宅
振
興
室
長
、
農
林
水
産
省
、
ま
た
、
林
業
関
係
団
体
幹
部

が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
華
や
か
さ
を
盛
り
上
げ
た
。
総
会

の
議
事
は
順
調
に
進
み
、
所
定
の
議
案
を
滞
り
な
く
審
議
の

う
え
承
認
・
決
定
し
て
閉
会
し
た
。

　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　　　平
成
十
九
年
春
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

旭
日
小
綬
章
　
笹
森
　
　
篤
（
宮
城
）

旭
日
双
光
章
　
稲
葉
　
清
三
（
広
島
）

旭
日
双
光
章
　
河
渡
　
幸
夫
（
岐
阜
）

旭
日
双
光
章
　
菅
沼
　
　
久
（
静
岡
）

黄
綬
褒
章
　
江
間
　
洋
介
（
東
京
）

黄
綬
褒
章
　
寺
岡
　
梅
吉
（
富
山
）

黄
綬
褒
章
　
各
務
　
　
學
（
岐
阜
）

黄
綬
褒
章
　
服
部
　
匡
博
（
愛
知
）

黄
綬
褒
章
　
横
井
　
敬
司
（
愛
知
）

黄
綬
褒
章
　
柳
本
洋
二
郎
（
広
島
）

　
以
上
木
材
産
業
振
興
功
労
者
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
全
木
連
の
総
会
は
、
午
後
二
時
か
ら

開
会
。
会
議
に
先
立
ち
、
今
春
の
叙
勲

及
び
褒
章
受
章
者
を
後
藤
副
会
長
が
報
告

（
別
掲
）。全
員
が
拍
手
で
受
章
を
称
え
た
。

　
開
会
の
こ
と
ば
を
上
地
副
会
長
が
述

べ
た
あ
と
、
庄
司
会
長
が
別
掲
の
挨
拶

を
し
た
。
つ
づ
い
て
、
来
賓
の
石
島
林

野
庁
次
長
と
国
土
交
通
省
の
小
川
陵
介

木
造
住
宅
振
興
室
長
か
ら
祝
辞
を
受
け
、

司
会
か
ら
出
席
の
来
賓
を
紹
介
し
た
。

　
議
事
は
、
庄
司
会
長
が
議
長
と
な
り
、

進
行
。

　
第
一
号
議
案
の
平
成
十
八
年
度
事
業

報
告
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、
事
務
局

か
ら
説
明
の
う
え
、
原
案
の
と
お
り
承

認
。
第
二
号
議
案
の
平
成
十
八
年
度
収

支
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て
も
、
事
務

局
説
明
の
う
え
、
岩
瀬
茂
雄
監
事
が
監

事
を
代
表
し
て
監
査
報
告
し
、
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
役
員
の
補
充
で
は
、
理
事
に
下
西
昭

昌
（
奈
良
・
故
田
口
太
望
と
交
代
）、専

務
理
事
に
尾
薗
春
雄
（
事
務
局
・
角
谷

宏
二
と
交
代
）
を
選
任
し
た
。

　
次
い
で
、
第
四
十
二
回
全
国
木
材
産

業
振
興
大
会
の
開
催
予
定
に
つ
い
て
、

開
催
地
の
樋
口
四
国
支
部
長
が
紹
介
と

多
数
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

　
そ
の
他
報
告
事
項
を
経
て
、
総
会
の

議
事
を
終
了
。

　
最
後
に
、
坂
東
副
会
長
が
閉
会
の
こ

と
ば
を
述
べ
て
閉
会
し
た
。

全
　
木
　
連
　
通
　
常
　
総
　
会
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木
退
共
の
総
会
は
、
全
木
連
総
会
と

併
行
し
て
行
わ
れ
た
。

　
議
案
の
①
平
成
十
八
年
度
事
業
報
告

承
認
の
件
②
平
成
十
八
年
度
収
支
決
算

承
認
の
件
は
、
事
務
局
説
明
の
後
、
監

事
の
監
査
報
告
を
事
務
局
が
代
読
の
う

え
、
承
認
し
た
。

　
③
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
決
定
の

件
に
つ
い
て
は
、
事
務
局
よ
り
説
明
の

う
え
、
原
案
の
と
お
り
決
定
。

　
④
平
成
十
九
年
度
収
支
予
算
決
定
の

件
⑤
平
成
一
九
年
度
入
会
金
及
び
会
費

決
定
の
件
に
つ
い
て
も
、
事
務
局
か
ら

説
明
の
う
え
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し

た
。

　
役
員
の
補
充
で
は
、
昨
年
の
総
会
以

降
の
会
員
団
体
の
役
員
異
動
に
伴
い
、

次
の
と
お
り
選
任
し
た
。（
カ
ッ
コ
内
は

前
任
者
・
所
属
県
木
連
）。

　
理
事
＝
小
笠
原
弘
（
三
津
橋
貞
夫
・

北
海
道
）、下
西
昭
昌
（
丸
直
・
奈
良
）、

監
事
＝
山
口
武
夫
（
篠
崎
昌
平
・
栃
木
）、

常
務
理
事
＝
尾
薗
春
雄（
角
谷
宏
二
・
全

木
連
）

木
　
退
　
共
　
通
　
常
　
総
　
会

全
　
木
　
連
　
　
庄
　
司
　
会
　
長
　
挨
　
拶

　
本
日
は
、
第
六
十
二
回
全
木
連
通
常

総
会
・
理
事
会
並
び
に
第
三
十
五
回
木

退
共
総
会
・
理
事
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
全
国
各
地
か
ら
、
は
る

ば
る
ご
参
集
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
幅
広
く

ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
林
野
庁

の
石
島
次
長
、
国
土
交
通
省
の
小
川
木

造
住
宅
振
興
室
長
は
じ
め
ご
来
賓
の
皆

様
に
は
、
公
務
ご
多
用
の
中
、
ご
臨
席

を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
い
ざ
な
ぎ
景
気
を
超
え
る
景

気
の
拡
大
基
調
が
続
く
中
、
業
種
間
、

地
域
間
格
差
の
問
題
が
新
た
な
政
策
課

題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
木

材
産
業
な
ど
の
地
域
密
着
型
産
業
に
対

し
て
、
現
在
の
好
景
気
を
享
受
で
き
る

よ
う
な
総
合
的
、
現
実
的
対
策
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
木
材
需
給
を
取
り
巻
く
状
況
を
見
る

と
、
今
年
度
の
木
造
住
宅
着
工
戸
数
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
順
調
に
推
移
し
、

加
え
て
世
界
的
な
木
材
需
要
の
拡
大
の

影
響
を
受
け
た
輸
入
木
材
の
逼
迫
感
と

価
格
上
昇
が
、
国
産
材
の
需
給
状
況
や

価
格
動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

ま
す
。
長
い
間
、
木
材
不
況
の
影
響
を

強
く
受
け
、
意
欲
を
な
く
し
て
い
た
国

産
材
業
界
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
急

激
な
環
境
の
変
化
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、

鋭
意
、
体
勢
建
て
直
し
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
木
材
業
界
の
大
き
な
課

題
は
、
グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
対
応
す
る

た
め
の
林
野
庁
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
、
合
法
木
材
を
供
給
す
る
体
制
整
備

と
い
う
新
た
な
取
り
組
み
で
あ
り
ま
し

た
。
現
在
全
国
で
約
百
の
業
界
団
体
が

認
定
機
関
と
な
り
、
約
四
千
九
百
社
が

そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
団
体
か
ら
認
定
を
受

け
、
合
法
木
材
を
取
扱
う
こ
と
が
出
来

る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協

力
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
か
ら
、
林
野
庁
の
補

助
金
の
交
付
要
綱
が
大
幅
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
補
助
事
業
の

実
施
主
体
が
、
公
募
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
実
施
主
体
の
体
勢
、

事
業
内
容
・
方
法
な
ど
に
つ
い
て
具
体

的
な
提
案
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

幸
い
今
年
度
は
、
他
に
応
募
者
が
な
く
、

応
募
し
た
補
助
事
業
は
全
木
連
が
引
き

受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
今
後

は
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
全

木
連
と
致
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
木

材
産
業
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
と

し
て
発
言
権
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
全
国
の
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
先
に
安
倍
総
理
の
提
唱
に
よ
り
始
ま

っ
た「
美
し
い
森
林
つ
く
り
国
民
運
動
」

は
い
よ
い
よ
具
体
的
な
行
動
計
画
作
り

の
段
階
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
運

動
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
が
、
木
材

業
界
が
長
年
取
組
ん
で
き
た「
木
材
利
用

の
推
進
」と
い
う
課
題
で
あ
り
、
全
木
連

と
し
て
は
「
木
づ
か
い
運
動
」
や「
森
を

育
て
る
木
の
住
ま
い
事
業
」な
ど
を
通
じ
、

全
面
的
に
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
の
改
正
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、「
有
限
責
任
中
間

法
人
全
国
木
材
検
査
・
研
究
協
会
」
が

で
き
る
だ
け
早
く
Ｊ
Ａ
Ｓ
関
連
業
務
を

全
面
的
に
引
き
受
け
、
新
規
格
に
よ
る

Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
に
ま
い
進
出
来
る

よ
う
指
導
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
昨
年
の
建
築
偽
装
問

題
に
関
連
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
住
宅
の
構
造
計
算
に
関
す
る

検
査
強
化
の
方
針
が
い
よ
い
よ
最
終
的

段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
木
造
二
階
建
て
以
下
に
つ
き
ま
し

て
も
構
造
計
算
の
チ
ェ
ッ
ク
が
強
化
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
木
材
業
界
へ
の
影

響
も
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
建

築
行
政
の
対
応
を
見
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
木
退
共
に
つ
き
ま
し
て
は
、
加
入
者

の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

こ
の
ま
ま
で
は
制
度
の
運
営
に
影
響
が

出
て
ま
い
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
皆
様
の

ご
協
力
を
頂
き
、
是
非
と
も
加
入
者
獲

得
に
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
退
職
金
共
済
経
理
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
健
全
性
を
保
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
本
日
は
、
平
成
十
八
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
そ
の
他
に
つ
い
て
ご
審

議
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
に
加
え
、
報
告
事
項
も

ご
ざ
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ

り
ま
す
が
、
十
分
な
ご
審
議
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
会
員
各
位
の
ご
繁
栄
と

お
集
ま
り
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、冒
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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全
木
協
連
の
通
常
総
会
は
、
午
後
三

時
五
十
分
に
開
会
し
た
。

　
会
議
は
、
開
会
の
辞
を
越
井
副
会
長

が
述
べ
て
始
ま
り
、
ま
ず
、
並
木
会
長

が
概
要
次
の
と
お
り
挨
拶
し
た
。

　
「
十
八
年
度
事
業
に
つ
い
て
は
、
厳

し
い
環
境
下
で
の
運
営
と
な
り
ま
し
た

が
、
何
と
か
黒
字
で
占
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

十
九
年
度
に
つ
い
て
は
、
三
月
の
理
事

会
で
決
定
い
た
だ
き
ま
し
た
中
型
グ
ル

ー
プ
保
険
の
新
加
入
目
標
の
達
成
に
ご

協
力
を
。
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
組
合
本
来
の
事
業
で
あ

る
共
同
事
業
へ
の
ご
協
力
も
お
願
い
し

ま
す
。」

　
次
い
で
、
来
賓
の
林
野
庁
島
田
林
政

部
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
議
事
は
、
並
木
会
長
が
議
長
と
な
り

進
め
、
①
平
成
十
八
年
度
事
業
報
告
承

認
の
件
②
平
成
十
八
年
度
収
支
決
算
及

び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件
を
事
務
局

か
ら
説
明
の
う
え
、
多
田
邦
彦
監
事
が

代
表
し
て
監
査
報
告
を
行
い
、承
認
し
た
。

　
次
い
で
、
③
平
成
十
九
年
度
事
業
計

画
決
定
の
件
を
事
務
局
か
ら
説
明
の
う

　
建
築
基
準
法
の
改
正
に
関
連
し

　
　
　
　
　
　
情
報
提
供
な
ど
を
要
望

　
全
木
協
連
で
は
、
今
年
度
よ
り
、
Ａ

Ｉ
Ｕ
保
険
会
社
が
取
り
扱
う「
任
意
労
災

保
障
制
度
」を
採
用
し
、
所
属
員
事
業
所

に
提
供
す
る
。
現
在
、
募
集
の
準
備
中
。

　
全
木
協
連
は
、
現
在
、
木
材
業
を
営

む
う
え
で
の
事
業
所
内
外
の
管
理
ミ
ス

に
よ
る
対
人
・
対
物
へ
の
賠
償
金
補
償
、

Ｐ
Ｌ
法
対
象
の
対
人
・
対
物
へ
の
賠
償

金
補
償
等
を
カ
バ
ー
す
る「
総
合
賠
償
補

償
制
度
」を
Ａ
Ｉ
Ｕ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

取
り
扱
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
第

三
者
へ
の
被
害
が
対
象
で
あ
り
、
自
社

の
従
業
員
、
経
営
者
は
対
象
と
は
な
ら

な
い
。
こ
の
た
め
、
こ
の
部
分
を
カ
バ

ー
す
る
制
度
と
し
て
新
た
に「
任
意
労
災

保
障
制
度
」を
取
り
扱
う
こ
と
に
し
た
も
の
。

　
こ
の
制
度
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、

公
的
労
災
の
対
象
と
な
ら
な
い
①
経
営

　
全
木
連
、
全
木
協
連
総
会
で
の
各
来

賓
の
祝
辞
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　
石
島
林
野
庁
次
長
は
、
林
野
公
共
事

業
に
つ
い
て
、
第
三
者
機
関
を
設
置
し

検
討
す
る
こ
と
を
冒
頭
に
述
べ
、
本
論

に
入
っ
た
。
古
い
話
し
と
前
置
き
し
、

「
問
屋
不
用
論
」と
い
う
も
の
が
あ
っ
た

が
、
現
在
も
、
問
屋
は
健
在
で
あ
る
。

た
だ
し
、
問
屋
機
能
を
現
状
に
合
わ
せ

変
化
し
て
、
存
続
し
て
き
た
わ
け
で
、

対
抗
す
る
ス
ー
パ
ー
は
接
客
を
充
実
し

て
き
た
。
国
産
材
も
同
じ
。
違
法
伐
採

対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
成
果
を
出

し
て
い
く
こ
と
が
肝
心
。
サ
ラ
ワ
ク
で

は
丸
太
の
履
歴
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
さ
ら
に
厳
し
い
。

違
法
伐
採
対
策
は
、
南
洋
材
で
は
当
た

り
前
に
な
っ
た
と
述
べ
た
。

　
小
川
木
造
住
宅
振
興
室
長
は
、
ト
ピ

ッ
ク
と
し
て
は
住
生
活
基
本
法
の
制
定

が
あ
る
。
良
質
な
木
造
住
宅
の
供
給
は

国
の
責
務
と
な
っ
た
。
皆
さ
ん
が
た
の

協
力
を
得
て
、
進
め
て
い
き
た
い
。

　
建
築
基
準
法
の
見
直
し
、
瑕
疵
担
保

法
に
つ
い
て
は
、
手
続
な
ど
で
、
心
配

を
与
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
木

造
の
立
場
か
ら
情
報
提
供
に
努
め
る
。

負
担
増
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
こ

れ
ま
で
の
手
続
の
見
直
し
な
ど
を
進
め

て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

　
島
田
林
政
部
長
は
、
森
林
・
林
業
基

本
計
画
の
成
立
に
よ
り
、
林
政
の
方
針

が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

国
産
材
の
利
用
促
進
を
基
本
に
、
美
し

い
森
づ
く
に
り
取
組
む
。
基
本
は
国
土

の
三
分
の
二
を
占
め
る
森
林
を
整
備
す

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
産
材
の
利
活

用
が
重
要
。
協
力
を
と
述
べ
た
。

　
全
木
協
連
の
新
福
利
厚
生
制
度
と
し
て

　
　
「
任
意
労
災
保
障
制
度
」
を
開
始

　
　
　
　
　
　
　
保
障
範
囲
を
広
げ
、
内
容
を
充
実

全
　
木
　
協
　
連
　
通
　
常
　
総
　
会

来
　賓
　祝
　辞
　の
　要
　旨

え
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
④
平
成
十
九
年
度
収
支
予
算
決
定
の

件
⑤
平
成
十
九
年
度
賦
課
金
決
定
の
件

⑥
平
成
十
九
年
度
加
入
金
決
定
の
件
⑦

平
成
十
九
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
決

定
の
件
⑧
平
成
十
九
年
度
役
員
報
酬
決

定
の
件
に
つ
い
て
は
、
一
括
で
事
務
局

か
ら
説
明
し
た
後
、
原
案
の
と
お
り
決

定
し
た
。

　
役
員
の
補
充
で
は
、
理
事
に
下
西
昭

昌
（
奈
良
・
故
田
口
太
望
と
交
代
）、常

務
理
事
に
尾
薗
春
雄
（
事
務
局
・
角
谷

宏
二
と
交
代
）
を
選
任
し
た
。

最
後
に
、
吉
条
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を

述
べ
て
終
了
し
た
。

　
建
築
基
準
法
の
一
部
改
正
が
昨
年
行

わ
れ
、
今
年
の
六
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

今
回
の
改
正
で
は
、
二
階
建
て
以
下
の

木
造
建
築
物
等
に
つ
い
て
構
造
設
計
に

関
す
る
建
築
主
事
の
審
査
を
要
し
な
い

と
い
う「
四
号
建
築
物
の
特
例
」が
、
平

成
二
十
年
末
ま
で
に
廃
止
さ
れ
る
模
様

の
た
め
、
全
木
連
は
、
木
材
業
界
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
も

の
と
み
て
、
木
造
住
宅
の
建
設
に
際
し
、

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
な
ど
や
、
現
場
で
の
無

用
の
混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
、
次
の
二

点
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
・
林
野
庁

の
関
係
課
等
に
要
望
し
た
。

　
一
、
中
小
零
細
な
木
造
住
宅
関
連
事

業
者
の
競
争
力
の
低
下
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
、
末
端
ま
で
の
周
知
徹
底
と
同

時
に
十
分
な
移
行
期
間
、
教
育
体
制
、

廉
価
な
関
連
ソ
フ
ト
の
導
入
な
ど
を
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
二
、
木
材
業
界
の
対
応
を
的
確
に
行

う
た
め
の
業
界
と
し
て
の
情
報
共
有
の

機
会
に
、
情
報
提
供
な
ど
に
つ
き
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
。

者
、
役
員
が
保
障
さ
れ
る
こ
と
②
同
じ

く「
熱
中
症
」が
対
象
に
な
る
こ
と
。
ま

た
、
最
高
一
億
円
ま
で
の
③
使
用
者
賠

償
責
任
補
償
を
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
最
近
の
事
例
で
は
、
労
災
事
故
の

場
合
、
高
額
の
使
用
者
賠
償
責
任
を
請

求
さ
れ
る
こ
と
が
新
聞
等
で
も
報
じ
ら

れ
て
い
る
。
企
業
経
営
安
定
の
一
環
と

し
て
、
各
事
業
所
に
お
か
れ
て
は
、
ぜ

ひ
導
入
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の

ほ
か
に
も
④
労
災
認
定
を
待
つ
こ
と
な

く
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
保
険
金
の
支
払
い
、

⑤
労
働
災
害
時
の
治
療
の
実
費
が
支
払

わ
れ
る
。

　
ま
た
、
保
険
料
は
従
業
員
数
に
関
わ

ら
ず
、
事
業
所
の
売
上
高
に
よ
り
決
ま

る
た
め
、
⑥
従
業
員
が
多
い
事
業
所
で

も
負
担
が
少
な
い
。
さ
ら
に
、
ア
ル
バ

イ
ト
、
パ
ー
ト
、
派
遣
社
員
も
保
障
対
象

に
な
る
。
保
険
料
は
、
全
木
協
連
の
団

体
契
約
の
た
め
割
引
き
に
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
年
間
売
上
高
二
億
円
の
事

業
所
の
場
合
、
死
亡
補
償
七
百
五
十
万

円
、
入
院
補
償
二
千
円
、
通
院
補
償
一

千
円
に
使
用
者
賠
償
責
任
補
償
五
百
万

円
を
付
け
て
月
額
の
保
険
料
は
、
木
材

販
売
業
の
場
合
二
千
六
百
七
十
円
、
木

材
製
造
業
の
場
合
七
千
二
百
八
十
円
と

な
る
。
よ
り
手
厚
い
保
障
と
し
て
、
死

亡
補
償
千
五
百
万
円
、
入
院
補
償
五
千

円
、
通
院
補
償
二
千
円
に
使
用
者
賠
償

責
任
補
償
一
億
円
を
付
け
た
場
合
は
月

額
の
保
険
料
は
、
木
材
販
売
業
の
場
合

六
千
九
百
六
十
円
、
木
材
製
造
業
の
場

合
三
万
七
百
五
十
円
と
な
る
。（
以
上
は

全
木
協
連
の
募
集
に
よ
る
加
入
事
業
者

数
が
一
定
数
以
上
の
場
合
で
、
こ
れ
を

下
回
れ
ば
保
険
料
は
変
更
さ
れ
る
。
こ

の
ほ
か
、
保
障
内
容
、
金
額
は
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
設
定
が
可
能
。）
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お役に立ちます  
　　林業・木材産業信用保証  

皆様の経営にぜひこの制度をご活用下さい。 
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当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想
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米 材
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建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
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頻度
乾燥材取引の

平成19年5月25日（金曜日） （第590号）（第三種郵便物認可）

19年4月分集計表
モニター数113　　回答数88　　回収率78％

増加24％（21）
増加24％（21）
上昇40％（35）
上昇52％（46）

増加40％（35）
増加31％（27）
上昇38％（33）
上昇49％（43）

強　含　み
42％（33）
43％（32）
69％（51）
53％（42）
40％（31）

増　　加
32％（25）

減少25％（22）
減少26％（23）
下降　5％（　4）
下降　2％（　2）

減少12％（11）
減少11％（10）
下降　1％（　1）
下降　0％（　0）

弱　含　み
　1％（　1）
　1％（　1）
　4％（　3）
　8％（　6）
　1％（　1）

減　　少
　0％（　0）

保ち合い
57％（44）
56％（41）
27％（20）
39％（31）
59％（45）

変わらず
68％（52）

変わらず51％（44）
変わらず50％（44）
変わらず55％（48）

モニター数144　　回答数100　　回収率69％

増加27％（27）
上昇24％（24）
上昇50％（49）

増加37％（36）
増加23％（22）
上昇17％（17）
上昇31％（30）

強　含　み
41％（21）
58％（19）
64％（28）
51％（43）

1ヵ月以内
82％（19）

保ち合い
59％（30）
42％（14）
36％（16）
39％（33）

1ヵ月
　9％（　2）

減少16％（16）
減少21％（21）
下降　5％（　5）
下降　8％（　8）

減少10％（10）
減少21％（21）
下降　4％（　4）
下降　6％（　6）

弱　含　み
　0％（　0）
　0％（　0）
　0％（　0）
10％（　8）

1ヵ月以上
　9％（　2）

変わらず47％（46）
変わらず52％（51）
変わらず71％（69）
変わらず42％（41）

変わらず53％（51）
変わらず56％（54）
変わらず79％（77）
変わらず63％（60）

おしらせ

　全木連生命共済制度（中型グループ共済）
　　　　　　　　　ご加入の皆様へ

　皆様には、時下、ますますご清栄のこととお喜
び申しあげます。
　平素より、当会主催の全木連生命共済（中型グ
ループ共済）にご加入いただき誠にありがとうご
ざいます。
　本制度は、災害保障特約付団体定期保険（いわ
ゆる生命保険）と交通事故傷害保険（損害保険）
とをセットにした保障制度であり、長らくご愛顧
を賜ってまいりました。
　しかし、残念ながら、今後は、セットによる販
売が認められないこととなり、やむを得ず平成19
年9月1日より交通事故傷害保険の取扱いを中止し、
以後、災害保障特約付団体定期保険による制度に
改定することとなりました。
　これにより、掛け金、保障内容が変更となりま
す。ただいま手続のため、ご加入者様には、本事
項のご案内を郵送にて実施中でございます。ご案
内の内容に従い手続をいただきますようお願いい
たします。
　なお、交通事故傷害保険が解除された分、掛け
金がお安くなるのは当然ですが、さらに今次7月の
更新時以降災害保障特約付団体定期保険の掛け金
もお安くなりますので、今後とも変わらぬご愛顧
をいただきますよう、お願いいたします。

　　　　　　　　　　　平成19年5月25日
　　　　　　　　　　　全国木材協同組合連合会

変わらず48％（42）
変わらず58％（51）
変わらず61％（54）
変わらず51％（45）

増加37％（36）

変わらず46％（40）


